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研究成果の概要（和文）：102人の閉塞型睡眠時無呼吸（OSA)患者で血中好中球ゼラチラーゼ結合性リポカリン(NGAL)
濃度を測定し、OSA重症度との関連を検討した。持続的気道様圧(CPAP)治療症例では治療3か月後に血中NGAL濃度を再測
定した。血中NGAL濃度はOSA重症度と有意な正相関を示した。年齢、体重などの交絡因子を考慮した多変量解析におい
ても酸素飽和度低下指数は独立したNGAL濃度の決定因子であった。25例にCPAP治療を行ったが、治療後のNGAL濃度には
変化は見られなかった。OSAは血中NGAL濃度上昇因子であるが、その寄与度は小さく、OSA特有のバイオマーカーとして
用いるのは困難と考えられた。

研究成果の概要（英文）：Obstructive sleep apnea (OSA) and a novel lipocalin, neutrophil gelatinase 
associated lipocalin (Ngal),have been reported to be closely linked with　cardiovascular disease and loss 
of kidney function through chronic　inflammation. However, the relationship between OSA and Ngal has 
never been investigated. In 102 patients, plasma Ngal levels were measured. Ngal levels were reevaluated 
after three months of treatment in 25 patients.The Ngal level correlated significantly with OSA severity 
as determined by the apnea hypopnea index and 4% oxygen desaturation index (ODI). Multiple regression 
analysis showed that the Ngal level was associated with 4%ODI independently of other clinical variables. 
The Ngal levels were not significantly changed after CPAP.Plasma Ngal levels were positively associated 
with the severity of OSA. However, it does not seem reasonable to use the Ngal level as a specific 
biomarker of OSA in clinical practice.
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１．研究開始当初の背景 
 
閉塞性睡眠時無呼吸 (obstructive 
sleep apnea: OSA)は血管内皮障害を
起こし、心血管障害を誘導すると考え

られている。また、最近は OSAと腎
障害の関連も注目されている。血中好

中球ゼラチラーゼ結合性リポカリン

(neutrophil gelatinase-associated 
lipocalin: NGAL)は腎障害のバイオ
マーカーとして注目され、血管内皮障

害時にも変動すると報告されている。

しかしながら、OSA 患者の血中
NGAL を測定した報告はみられてい
ない。 
 
 
２．研究の目的 
 
OSA と NGAL を持続陽圧(CPAP)治
療前後の OSA 患者において測定し、
NGALがOSA患者の重症度と治療効
果判定のバイオマーカーになり得る

かを検討することを研究目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 
102 人の閉塞型睡眠時無呼吸（OSA)患

者で血中好中球ゼラチラーゼ結合性

リポカリン(NGAL)濃度を測定し、OSA

重症度との関連を検討した。持続的気

道陽圧(CPAP)治療症例では治療 3 か

月後に血中 NGAL 濃度を再測定した。 
 
 
４．研究成果 
 
血中 NGAL 濃度は OSA 重症度と有意な

正相関を示した。年齢、体重などの交

絡因子を考慮した多変量解析におい

ても酸素飽和度低下指数は独立した

NGAL 濃度の決定因子であった。25 例

に CPAP 治療を行ったが、治療後の

NGAL濃度には変化は見られなかった。

OSA は血中 NGAL 濃度上昇因子である

が、その寄与度は小さく、OSA 特有の

バイオマーカーとして用いるのは困

難と考えられた。 
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